
省

令

平成™œ年˜˜月˜日 金曜日 第�˜�š号官 報

消
費
者
契
約
法
施
行
規
則
及
び
消
費
者
安
全
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（
消
費
者
契
約
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

消
費
者
契
約
法
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
内
閣

府
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
ハ
中「
財
団
法
人
日
本
消
費
者
協
会
」

を
「
一
般
財
団
法
人
日
本
消
費
者
協
会
」
に
改
め
る
。

（
消
費
者
安
全
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

消
費
者
安
全
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
内

閣
府
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

七
条
第
三
号
中
「
財
団
法
人
日
本
消
費
者
協
会
」

を
「
一
般
財
団
法
人
日
本
消
費
者
協
会
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
九
十
八
号

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
第
三

十
三
条
の
五
の
五
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
債
に
関
す
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日総

務
大
臣

新
藤

義
孝

地
方
債
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
方
債
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
八
年
総
務
省
令
第
五

十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
職
制
若
し
く
は
定
数

の
改
廃
又
は
予
算
の
減
少
の
た
め
、
廃
職
若
し
く
は
過
員

を
生
ず
る
こ
と
に
よ
り
退
職
し
た
職
員
又
は
」
を
「
地
方

公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
免

職
の
処
分
を
受
け
て
退
職
し
た
職
員
、」に
改
め
、「
受
け
て

退
職
し
た
職
員
」
の
下
に
「
又
は
定
年
前
に
退
職
す
る
意

思
を
有
す
る
職
員
の
募
集
に
応
じ
、
応
募
に
よ
る
退
職
が

予
定
さ
れ
て
い
る
職
員
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
退
職

し
た
職
員
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
五

年
度
以
後
に
支
給
す
べ
き
退
職
手
当
の
財
源
と
し
て
起
こ

す
地
方
債
か
ら
適
用
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
六
十
号

予
算
決
算
及
び
会
計
令
（
昭
和
二
十
二
年
勅
令
第
百
六

十
五
号
）
第
百
十
四
条
、
第
百
四
十
四
条
及
び
国
税
収
納

金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政

令
第
五
十
一
号
）
第
三
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
納

官
吏
事
務
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日財

務
大
臣

麻
生

太
郎

出
納
官
吏
事
務
規
程
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
出
納
官
吏
事
務
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

出
納
官
吏
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省

令
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
二
条
第
五
項
中
「
振
込
み
が
で
き
る
旨
、
預

託
先
日
本
銀
行
か
ら
資
金
前
渡
官
吏
に
通
知
の
あ
つ
た

日
本
銀
行
指
定
金
融
機
関
」
を
「
振
込
み
が
で
き
る
日

本
銀
行
指
定
金
融
機
関
と
し
て
日
本
銀
行
が
指
定
し
た

も
の
」
に
改
め
る
。

第
一
号
書
式
中
「第

１
号
書
式

」
を「第

一
号
書
式

」

に
改
め
、
同
書
式
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６
日
本
工
業
規
格
Ｘ

0
0
1
2（
情
報
処
理
用
語

（
デ
ー
タ
媒
体
、
記
憶
装
置
及
び
関
連
装
置
））

に
規
定
す
る
非
衝
撃
式
印
字
装
置
に
よ
り
印
字

す
る
と
き
は
、
２
及
び
３
に
か
か
わ
ら
ず
、
連

続
し
て
接
続
し
た
各
片
に
共
通
す
る
事
項
を
印

字
す
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
号
書
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考用
紙
寸
法
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
６
と
す
る

こ
と
。
た
だ
し
、
事
務
処
理
上
、
必
要
が
あ
る
と

き
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
特
定
の
出
納
官
吏
の
出
納
保
管
に
関
す
る
特
別
取
扱

規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

特
定
の
出
納
官
吏
の
出
納
保
管
に
関
す
る
特
別

取
扱
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
大
蔵
省
令
第
四
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
紙
第
一
号
書
式
備
考
１
中
「お

お
む
ね
縦
1
1
‹
、

横
2
1
‹

」
を
「お

お
む
ね
縦
1
1
‹
、
横
2
1
‹
又
は
日
本

工
業
規
格
Ａ
列
４

」
に
改
め
、
同
書
式
備
考
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

４
日
本
工
業
規
格
Ｘ

0
0
1
2（
情
報
処
理
用
語

（
デ
ー
タ
媒
体
、
記
憶
装
置
及
び
関
連
装
置
））

に
規
定
す
る
非
衝
撃
式
印
字
装
置
に
よ
り
印
字

す
る
と
き
は
、
２
及
び
３
の
規
定
は
適
用
し
な

い
。

（
国
税
収
納
金
整
理
資
金
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
改

正
）

第
三
条

国
税
収
納
金
整
理
資
金
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和

二
十
九
年
大
蔵
省
令
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
号
書
式
備
考
１
中「（４

か
ら
６
ま
で
を
除

く
。

）」
を
「１

、
２
、
３
及
び
７

」
に
改
め
、
同
書
式

備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
日
本
工
業
規
格
Ｘ

0
0
1
2（
情
報
処
理
用
語

（
デ
ー
タ
媒
体
、
記
憶
装
置
及
び
関
連
装
置
））

に
規
定
す
る
非
衝
撃
式
印
字
装
置
に
よ
り
印
字

す
る
と
き
は
、
１
に
お
い
て
準
用
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
第
２
号
書
式
備
考
２
及
び
３
に
か
か
わ

ら
ず
、
連
続
し
て
接
続
し
た
各
片
に
共
通
す
る

事
項
を
印
字
す
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
二
十
号
書
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考１
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列

６
と
す
る
。
た
だ
し
、
事
務
処
理
上
、
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
各
欄
の
配
置
を
著

し
く
変
更
す
る
こ
と
な
く
所
要
の
変
更
を
加

え
る
こ
と
そ
の
他
所
要
の
調
整
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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、「

、「

、「
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